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数学 （公立・共通選抜 全日制）

理科 （公立・共通選抜 全日制）

神奈川の数学は、問１から問３の独立小問集合と、問４から問６の大問で構成されています。
特に問３は難度の高いものが設置されています。実際の2025入試問題を解いてみましょう。

神奈川の理科は、問1から問 4の小問集合と、問5から問 8の大問形式の問題で構成されています。
特に問5から問 8の大問形式の問題では、実験・観察から必要な要素をくみ取り、考察していく力が問われます。
実際の2025入試問題を解いてみましょう。

出題：神奈川県教育委員会　解説：臨海セミナー　柿沼潤

　数学は時間との勝負です。正解を求めるために必要な計算や処理の量が多い問題は、当然時間を多く費やします。
問題によっては、選択肢を減らしたらひとまず仮の判断で答えを選んで、後ろの問題を解き終わってから再び取りか
かることも大事です。確実に解けた問題を一通り解き終わった後に検算し、正確度を上げることも全体の点数の向上

には重要です。
　また公式を使って面積や体積を求める、関数の問題における座標の代入や直線の式を求めるといった「解答に必要
となる下準備」は正確さもさることながら速やかに処理できることがとても重要です。学校や家、塾での日々の学習
の中で訓練的に取り組むことと、入試形式の問題でその処理を運用していくことで効率よく身につけることができま
す。模擬試験で入試本番に近い形式の問題を解き、できなかった問題は復習し、入試に向けて準備をしていきましょう。

問 8( ア ) 正答 1
海洋プレートである太平洋プレートが、大陸プレートで
ある北アメリカプレートの下に沈み込みます。

問 8( イ ) 正答 4
地震が発生したときに台座が地震とともに上下します。
台座に固定されている記録用紙についても台座と同様に
上下しますが、ばねについているおもりはばねが伸び縮
みすることにより、ほとんど動きません。

問 8( ウ ) 正答 1
震源からの距離と、初期微動継続時間が比例することを
利用します。図 3 より、地点 A での初期微動継続時間は
4 秒、地点 B での初期微動継続時間は 8 秒なので、地点
B から震源までの距離は、地点 A から震源までの距離の
2 倍であるといえます。震源が浅いので、1 ～ 5 の地点
をそのまま震源とすると、地点 B との距離が地点 A との
距離の約 2 倍となる地点は 1 となります。

問 8( エ )( ⅰ ) 正答 3
図 5 から、それぞれの波の速さを計算すると、P 波の速
さは 60 ÷ 10=6km/s、S 波の速さは 60 ÷ 20=3km/s で
す。地点 C は震源から 12km 離れているので、地震発生
から 12 ÷ 6=2 秒後に初期微動が地点 C に伝わります。
その 5 秒後の、地震発生から 7 秒後に緊急地震速報が各
地に伝わります。その間に、主要動は 3 × 7=21km 進
むので、震源から 21km 以内の地点については緊急地震
速報が出される前に S 波が届きます。よって 25km、
35km、45km 地点については緊急地震速報が出された
後に S 波が届きます。

問 8( エ )( ⅱ ) 正答 3
震源からの距離が 120km である地点 D に S 波が届くの
は、地震発生から 120 ÷ 3=40 秒後になります。( ⅰ )
より、緊急地震速報は地震発生から 7 秒後に出されるの
で、緊急地震速報が出されてから地点 D に S 波が到達す
るまでの時間は 33 秒になります。

【解答・解説】

出題：神奈川県教育委員会　解説：臨海セミナー　斎藤哲央

　入試で高得点を取るために、まずは知識がないと何も始まりません。入試問題はすべて、基礎知識
があるからこそ解けるものです。学校などで学ぶ1つひとつの知識を大切に覚えましょう。入試では、
複数の知識を結びつけて考える問題や身のまわりの事象についての問題が多く出されます。図や表・

グラフから得られる情報から「どの知識を使うのか」「どういった原理に基づいた事象なのか」を素
早く正確に判断し、読み取る力が求められています。これらの力は一朝一夕で身につくものではなく、
継続的に学習していく必要があります。知識を身につけただけで満足することなく、入試形式の問題
で、解き方や考え方の練習をすることが極めて重要です。ぜひ、模擬試験を積極的に受験してみましょ
う。模擬試験により得た経験値は、間違いなく今後の受験勉強の糧になっていくはずです。

問 3 ( イ ) ：データの処理
【解法】
A さんは 3 年生で 21 位、B さんは 2 年生で 28 位である。3 年生の参加人数は 100 人であるため、第 3 四分位
数は 26 位と 25 位の平均値となる。また、2 年生は 110 人であるため、第 3 四分位数は 28 位の跳んだ回数と
なる。これらを図 2 に書きこむと、A さんの跳んだ回数が B さんより多いことがわかる。
さらに、B さんの跳んだ回数は 2 年生の第 3 四分位数である 95 回であり、会話文から C さんの跳んだ回数が
100 回を超えていることがわかる。したがって、C さんの跳んだ回数も B さんより多い。この時点で、B さんの
跳んだ回数が 3 人の中で最も少ないことがわかる。
次に、C さんより多く跳んでいた生徒の数を考える。
1 年生では、C さんが 5 位だから、C さんより上位に 4 人いることになる。また、全学年では 48 人であるため、
2 年生と 3 年生で合わせて 44 人になる。
2 年生では、B さんより 1 回多い 96 回跳んだ 23 位の生徒よりさらに多く跳んだ、22 人が最大となる。
したがって、3 年生で C さんより多く跳んでいた生徒の数は、最小でも 44 － 22 ＝ 22( 人 ) である。
また、A さんと同じ回数の生徒はいないことから、3 年生の 21 位である A さんは C さんより多く跳んでいるこ
とがわかる。
よって、跳んだ回数が多い順に左から並べると、A さん、C さん、B さんとなる。したがって、答えは 2。

【解答】　問 3 ( イ ) 2 【解答】 問 6 ( イ ) 5
28

問 6 ( イ )：空間図形
【解法】
3 つの辺すべてが整数になる直角三角形はめずらしいのでいくつかを覚えておくと便利！

AC の中点を P，DF の中点をＱとして、求める線分ＧＩを含む平面 PBEQ をかき抜く。
BG：GE ＝ 8：1、点 H は辺 BE の中点であることから、EG ＝ 2cm，GH ＝ 7cm，HB ＝ 9cm
( ア ) でピタゴラス数（5，12，13）を利用して底面の二等辺三角形の高
さを求めているので、QE ＝ 12cm
△ QHE は直角三角形で QE ＝ 12cm，EH ＝ 9cm なので、ピタゴラス
数（3，4，5）の 3 倍の大きさになっている。（必要はないが QH=5 ×
3=15cm）
つぎに、△ GHI は直角三角形で∠ GHI が△ QHE と共通なので同じ形
の（相似な）直角三角形であるといえる。
△ GIH ではピタゴラス数（3，4，5）の「5」の辺が 7cm になっており、
求める GI は「4」の辺にあたる。

よって、GI= ７×　　=　　 cm

 　　cm が正解となる。
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入試攻略のカギは、よく使う公式を覚えたり、計算処理速度を鍛えたりして、速く効率よく得点できるようにすること

知識はあって当たり前。原理を理解し、正しく活用することが求められる






